
 

 

 

 

 

 

願いごとに思う 

校長 高橋 高志 

 

 ７月４日に総務委員会の子どもたちが計画してくれた七夕集会が行われました。はじめ

に七夕についてのクイズをした後、みんなで願いごとを書いた短冊や七夕の飾りを笹につ

けました。私が一緒に参加したグループでは、５・６年生が、下級生に短冊へのひもの通

し方を教えてあげたり、短冊をつけるときに笹を傾けて支

えてあげたりする姿が見られました。言われなくても実に

自然に行動している姿に感心しました。（きっと他の班の

５・６年生にも同じような姿が見られたのだろうと思いま

す。） 

短冊や飾りをつけて華やかにドレスアップされた笹は、

玄関に飾られました。 

私は、子どもたちがどんな願いごとを書いたのか見てみ

ました。短冊には次のようなことが書かれていました。 

 

・バドミントンがうまくなりますように（３年生） 

・しょうらいままのいえをたてるだいくになりたいです（２年生） 

・お年玉がたくさんもらえますように（６年生） 

・自分のペットとたのしくしゃべれますように（４年生） 

・いとこ達といっしょにたくさん遊べますように（５年生） 

・あしがはやくなれますように（１年生） 

・あまいものをおなかいっぱいたべられますように（職員） 

 

どれもその子（人）らしさが出ていて、ほほえましい気持ちになります。しかし、一番

多かったのは、「家族の健康」を願う短冊でした。また、「戦争がなくなってほしい」と

いったものも複数ありました。願いごとですから、もちろん自分個人の思いを書いて良い

のですが、自分の周囲の人や世の中に思いを巡らせる子が多いことに驚きました。 

 ここ数年で、私たちは「健康」や「平和」というものが、努力しなければ手に入らない

という現実を思い知らされてきたように思います。「ピカドンピアノコンサート」での被

爆ピアノの美しい音色を聴きながら、改めて、私たち一人一人がまずは周りの友達や家族

を思いやり、意見が違う時には折り合いをつける努力を続けていかなければならないと思

いました。 
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